





















12 年の一年間は約 13 万人にすぎなかったのが，12 ～ 13 年には 35 万人に増え，13 ～ 14 年になる





である。2017 ～ 18 年の一年間について調査すると，フードバンク利用者の増加はイギリス全体で
平均 13％であったが，ユニバーサル・クレジットがすでに完全に導入されている地域に限ると増

























と形容されるまでになったとされる（Dwyer & Wright 2014）。
こうした急進的なワークフェア改革は就労を通して貧困の克服を目指すものであるが，就労者
の貧困（in-work poverty）が深刻化しているイギリスにおいて，それが成功する見込みは少ない。
ジョセフ・ラウントリー財団の調査によると，1996 ～ 97 年に 230 万人であった就業中の貧困者は，



























































される可能性は低い（van Oorschot 2008，津田 2016：183）。こうした発想を背景に，連立政権は
移民の福祉受給者の内部にも分断を持ち込むコンディショナリティを導入したのである。それは，
UKIP および排外主義の台頭が目に見える形となってきた 2014 年のことである。
移民に対する給付の制限はいくつかの形をとっている。まず 2014 年 1 月，求職者手当
（Jobseeker’s Allowance）を申請する EU 域内出身者は，イギリスを常居所としていると見なさ
れるためには三ヶ月以上居住していなければならなくなった。また，申請と同時に求職中である
ことの証明を提出し，そのまま六ヶ月を超えて求職者手当を受給する場合，積極的に求職してい
て，仕事をする見込みが本物である（genuine prospect of work）という証拠を示さなくてはなら

















23 ～ 24 頁に示す三つのグラフのうち次頁の二つはまさに 2014 年の調査からのもので，移民が
（4）　David Cameron, We’re Building an Immigration System That Puts Britain First, The Telegraph, 28 July 2014
（2019 年 8 月 17 日取得，https://www.telegraph.co.uk/news/uknews/immigration/10995875/David-Cameron-Were- 
building-an-immigration-system-that-puts-Britain-first.html）．
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な扱いを受けたと考えている者も少数いる」と述べている（Dwyer et al. 2019：146）。
一方，近年イギリスでとくに問題視されている東欧出身の移民たちは，自分たちへ課される厳
しい要求について，一般にどのように捉えているのであろうか。Dorota Osipoič（2015）は，ロン





























リティという思想だったのかもしれない。これに関連して，Thiemo Fetzer と Sascha O. Becker
の研究（2018）によれば，2016 年の EU 離脱の賛否を問う国民投票において，離脱賛成が占める割
合の多い自治体は，2000 年以降に生産年齢人口一人当たりの歳出削減の幅が大きい地域であるとい
う傾向が見られるという。さらに，「平均的な緊縮ショックを受けた地域では，ショックがわずか
だった地域と比べて，2014 の欧州議会選挙における UKIP の得票率が平均して 3.58％高く，国民投
票前の直近の地方議会選挙における UKIP の得票率が平均して 11.62％高い」という結果が見られ
るという。Fetzler と Becker は，緊縮ショックがなければ国民投票の結果は変わっていたかもし
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